
 

◎ ピロリ菌とは 

 

ヘリコバクター・ピロリ菌（以下 ピロリ菌）は

ヒトの胃粘膜に寄生して胃の粘膜に炎症を起こす

「らせん状の桿菌」で、幼少時に口から感染して胃

粘膜に慢性的な炎症を起こしていきます。 

 

             

 

 

 

 



         

◎ ピロリ菌は胃・十二指腸かいようの原因

になります。 

     

 

 

 

 

 



         

◎ ピロリ菌を除菌することによって、胃・

十二指腸かいようの再発率は著しく低

下します。 
              

 

          

 

 

 

 



         

◎ ピロリ菌に感染していると胃がんにな

りやすくなります。 
 

 

    

 

 

 



         

◎ ピロリ菌を除菌すると胃がんの発生率

が３分の１に減ります。 
 

      

 

 

 



         

◎ ピロリ菌・除菌後の胃がんのリスクは、

１０年目から顕著に低下 
 

 

 

ピロリ菌・除菌後の胃がんのリスクは、除菌後１０年目

以降から顕著に低下することが明らかとなり、

Gastroenterology 誌に掲載されました。 

胃がんの罹患率は 60 歳以上で 0.82 倍、40-59 歳で

0.32 倍に低下しました。 
 

 

 

         

 

 

 

 

 

 



         

◎ ピロリ菌の検査 
        

胃カメラを使う方法 

・培養法 

・迅速ウレア―ゼ法 

・組織鏡検法 
         

胃カメラを使わない方法 

・尿素呼気試験法 [呼気] 

・抗体測定法 [尿、血液] 

・抗原測定法 [便] 
 

 

 

   

 

 



         

◎ ピロリ菌の治療は、２種類の抗生物質と

１種類の胃酸を抑えるくすりを１日２

回（朝夕）、１週間のむことにより約70-

80％に患者さんに除菌可能です（１次

除菌）。 

 

      

 

 

 

 

 

 

http://www.medicinenet.com/helicobacter_pylori/article.htm


         

◎ さらに、１回目の治療で除菌できなかっ

た場合、お薬を変えて治療を行うことに

より、約 90％の患者さんで除菌ができ

ます（２次除菌）。 

 

       

 

 

 

 

 



         

◎ ピロリ菌は乳幼児期に感染することが

ほとんどです。感染を撲滅するため、親

になる年齢以前にピロリ菌の有無を調

べて、陽性の場合は除菌しましょう。 

 

            
            

 

 

 

 

 

 



         

◎ ピロリ菌は、次のような病気にも関係し

ています。 

     

● 胃 MALT リンパ腫 

● 機能性胃腸症 

● 胃ポリープ 

● 特発性血小板減少性紫斑病 
 

 

             

 

 

出典  ピロリ菌 Q&A（EAファーマ株式会社） 

北海道大学 がん予防内科学講座 特任教授 浅香正博先生 

ピロリ菌の二次除菌治療を受けられる患者さんへ 

大分大学医学部 消化器内科学講座 教授 
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********************* 補 足 ********************* 
 

 

「胃炎の京都分類」 
 

 

ピロリ菌と内視鏡所見との関連を包括した分類 
 

 

 

 

                          出典； 日本消化器病学会誌 2015;112:982-993 

 

 

 


